
平成２１年緑化推進運動功労者

内閣総理大臣表彰受賞者・功績概要

[個 人]

神 山 精 二 （栃木県鹿沼市）
かみ やま せい じ

[団 体]

虹別コロカムイの会 （北海道野付郡別海町）
にじべつ かい

蔵王町 向 山行政区 （宮城県刈田郡蔵王町）
ざ お う ま ち むかいやまぎょ うせい く

日置電機株式会社 本社工場 （長野県上田市）
ひ お き で ん き かぶしきがいしゃ ほんしゃこうじょう

稲渕棚田ルネッサンス実行委員会 （奈良県高市郡明日香村）
いなぶち た な だ じ っ こ う い い ん か い

大山の頂上を保護する会 （鳥取県西伯郡大山町）
だいせん ちょうじょう ほ ご かい

長尾ふれあいパーク花壇管理委員会 （香川県仲多度郡まんのう町）
な が お か だ ん か ん り い い ん か い

長生会園芸クラブ
な が お かいえんげい

上浮穴林材業振興会議 （愛媛県上浮穴郡久万高原町）
か み う け な りんざいぎょうしん こ う か い ぎ

遠賀川源流の森づくり推進会議 （福岡県嘉麻市）
お ん が が わげんりゅう も り すいしん か い ぎ

[学 校]

水戸市立梅が丘小学校 （茨城県水戸市）
み と し り つ うめ おかしょうがっこう

高岡市立成美小学校 （富山県高岡市）
たかおか し り つ せ い び しょうがっこう

知多市立旭東小学校 （愛知県知多市）
ち た し り つ きょくとうしょうがっこう

[地方公共団体]

郡上市 （岐阜県郡上市）
ぐ じ ょ う し
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［個 人]

神 山 精 二
か み や ま せ い じ

住 所 栃木県鹿沼市

＜功績の概要＞

氏は、昭和20年に家業の林業経営（177ha）に従事して以来、長伐期優良大

径材の生産を目標に、造林・保育事業に専念し、地域や県の林研クラブの会長

を務めるなど、後進の指導や県下の林業技術の向上、林業の振興に大きく貢献

してきた。昭和63年には粟野町森林組合代表理事組合長に、その後栃木県森

林組合連合会代表理事会長に就任するなど、林業関係団体の要職を数多く歴

任し、本県の林業界を牽引し続けている。

また、森林の整備及び低コスト林業を推進するため、路網整備を進め、町の

林道密度の向上、作業の円滑化に貢献するとともに、高性能林業機械や、複層

林施業などの長所に目を向け、その良さを広く普及し、導入に尽力した。

さらに、林業経営の傍ら、森林や林業を広くＰＲするため、地元の緑の少年団

に所有山林を開放し、林業体験活動、キャンプなどを通して青少年の教育に力

を注いできた。現在は、その精神、指導ともご子息に引き継がれている。

平成３年からは（社）栃木県緑化推進委員会副理事長に就任、また平成７年

から16年まで緑の募金運営協議会の委員を務めるほか、19年度からは「とちぎ

の元気な森づくり県民会議」の副会長を務めるなど、県土の緑化の推進に大いに

貢献している。
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［団 体]

虹別コロカムイの会
に じ べ つ か い

所 在 地 北海道野付郡別海町

代 表 者 会長 舘 定宣

＜功績の概要＞

種の保存法に基づく国内希少野生動植物種であるシマフクロウについては、現

在、国内において120羽程度しか生息していない。これは保護増殖事業により減

少傾向には歯止めがかかっているものの、生息環境（採餌に適した魚類の多い

河川環境）が十分に回復していないことによる。

虹別コロカムイの会は、阿寒国立公園西別岳を源流とする西別川流域（虹別

地区等）において、シマフクロウの生息環境を整えようとして100年先を見据えた

植樹活動を「シマフクロウの森づくり百年事業」として、平成６年より継続して実施

してきている。平成20年で15回を迎える同事業では、地元の別海町、標茶町や

酪農家の協力により西別川の河畔で場所を確保し、ミズナラ、ハンノキ、シラカバ

などの広葉樹を延べ５万本以上植樹し、河畔林の育成を進めてきている。

また、シマフクロウの営巣地や給餌場の整備、西別川流域各地での普及啓発

の実施、清掃活動への参加などを実施しており、同会の活動は、地域全体に広

がりをみせる。

これらの活動は、シマフクロウの維持に大きく貢献するばかりか、今後、森林の

再生により新たな生息環境を提供し、シマフクロウの保護増殖の面でも大いに期

待できる。
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［団 体]

蔵王町 向山行政区
ざ お う ま ち む か い や ま ぎ ょ う せ い く

所 在 地 宮城県刈田郡蔵王町

代 表 者 山家 昭夫

＜功績の概要＞

同地区では、老人会を中心にして、長年にわたり国道４号の緑地帯を利用し

ての花植えを行い、道路愛護、環境美化清掃に努めている。平成19年からは行

政区民が一体となってこの活動に取り組み、環境美化の向上に努めている。

殺伐とした道路空間の中において、当該地の緑地帯には、彩りに飾られた多

種の草花が咲き誇り、道行く車輌へひと時の安らぎを与えており、自ずとゆとりあ

る運転にもつながり、交通安全に大きな役目を果たしているものと思われる。

また、道路空間は今や移動運搬するためだけの機能ではなく、公共空間とし

ての多様な機能を求められており、健康志向の歩行者が多く利用するようになっ

ている。こうした利用者の癒し空間の場としても効果をあげているところである。

こうした活動が認められ、平成４年には建設省東北地方建設局長からの感謝

状を受け、平成10年には建設大臣から感謝状を受けている。また、本町の環境

美化活動団体である「すばらしい蔵王町を創る協議会」の花いっぱいコンクール

において、平成20年度最優秀賞を受けるなど、道路愛護・環境美化活動の推

進にますます努めている。
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［団 体]

日置電機株式会社 本社工場
ひ お き で ん き か ぶ し き が い し ゃ ほ ん し ゃ こ う じ ょ う

所 在 地 長野県上田市

代 表 者 代表取締役社長 吉池 達悦

＜功績の概要＞

平成２年に上田市に移転した同工場では「移転に伴う自然破壊を復元させよ

う」と、全社員で約６万ポットの苗を植樹して以来、毎年植樹を行っており、現在

では８万本の木々を約５万２千㎡の緑地および環境施設において維持管理して

いる。

緑豊かな環境を地域一体となって創造していくことを目的とした「ふるさとの森

づくり」活動では、地域の学校や公共施設への植樹活動を行っており、平成７年

より累計16か所に４万３千６百本の植樹を行い、約６千人が参加している。平成

17年には、育英奨学及び植樹による緑化活動を通して地域社会の発展に寄与

することを目的に、財団法人ＨＩＯＫＩ奨学・緑化基金を設立し、植樹対象を長野

県全域に拡大するなど、緑化活動の充実をはかっている。

また、地域の人々との交流を深め、良き企業市民としての期待に応えるため、

敷地内の野球場を開放して少年硬式野球を支援しているほか、毎年９月には敷

地内を開放し、社員自らが企画運営を行うＨＩＯＫＩ祭りを開催している。企業と地

域が一体となったこの祭りは、毎年来場者が増え続けており、社員はもとより地域

住民にとっても、楽しみなイベントの一つとなっている。
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［団 体]

稲渕棚田ルネッサンス実行委員会
い な ぶ ち た な だ じ っ こ う い い ん か い

所 在 地 奈良県高市郡明日香村

代 表 者 委員長 寺西 章

＜功績の概要＞

農業従事者の高齢化、耕作放棄地の増加が進む中、当委員会は平成８年に

棚田の保全と活用を通じて景観・環境保全に取り組むことを目的として、地元と

都市の住民が棚田オーナーになる形で発足した。

オーナー制度による棚田の有効活用と都市住民との交流を通じて、棚田の保

全を実施することに加え、飛鳥川の景観を阻害する竹林を伐採し、その後にシダ

レヤナギ、モミジ、シャガを植栽してきた。県道沿いには、コデマリ、サクラ、キリシ

マツツジを植え、施肥、草刈などの管理を行い、四季を通じた花の見所作りに取

り組んでいる。また、高台の小公園から棚田を通り国営飛鳥歴史公園祝戸地区

へ通じる遊歩道の草刈りと維持管理も行っている。

特に、棚田の春のレンゲ、ナノハナ、秋のヒガンバナ、案山子コンテスト（過去

13回実施）には、毎年、数万人の観光客や写真愛好家が訪れている。

実行委員会では、稲渕棚田・案山子路看板や案内図看板を棚田オーナーと

インストラクターの手作りで設置したほか、飛鳥川における蛍の保護増殖活動に

も取り組んでいる。

当委員会は、オーナーの人々と協力して棚田を中心とした、川、里山を含ん

だ、地域の緑化・景観・環境保全に尽くしている。
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［団 体]

大山の頂上を保護する会
だ い せ ん ちょうじょう ほ ご か い

所 在 地 鳥取県西伯郡大山町

代 表 者 会長 山口 隆之

＜功績の概要＞

昭和40年代、増加し続ける登山客の影響により大山頂上の植生は踏み荒ら

され、一時裸地となった。また、裸地化された地表は降雨、雪融け水等により土

壌が浸食され、頂上部は荒れる一方であった。

このような状況のなか、大山頂上の植生復元を目的として、昭和60年４月に

同会が設立された。同会は自然保護団体、山岳関係者、行政で組織されてお

り、官民一体となって、「一木一石運動」をテーマに頂上植生復元事業を開始し

た。

現地での植生復元作業は、標高約1,700ｍでの厳しい気象条件、不便な遠

隔地等の困難な環境のもとで、冬期の初期に発生する凍上の防止対策にコモ

伏せを行うなど、幾多の難問を試行錯誤により乗り越えながら進めた。

また、土砂流出により生じた浸食溝は、多量の岩石等を使用し、大半を埋め

尽くすことができた。

この「一木一石運動」は、現在まで続いており、その取組により、裸地化した山

頂の大部分に植生が戻っている。今後も引き続き「一木一石運動」を継続すると

ともに、植生復元区域への立入りを控えるよう呼びかける表示板を設置するな

ど、一般登山客への意識啓発なども実施していく予定。
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［団 体]

長尾ふれあいパーク花壇管理委員会
な が お か だ ん か ん り い い ん か い

長生会園芸クラブ
ち ょ う せ い か い え ん げ い

所 在 地 香川県仲多度郡まんのう町

代 表 者 会長 小林 利明

＜功績の概要＞

同団体は、昭和39年２月に発足した老人会により結成された団体である。

当該老人会では、地域の清掃活動等を積極的に行っていたところ、平成11年

３月に環境整備事業により土器川の河川敷に公園（長尾ふれあいパーク）が完

成し、その公園内の花壇の管理を行っていくために、平成12年に当団体が結成

された。

今日に至るまで、四季を通じて土器川河川敷の同公園の花壇に、さまざまな

草花の植栽を行い、水やり・草抜きなどを継続して取り組み、花壇の維持管理に

尽力している。

この、地道な活動によって、公園の利用者をはじめとした土器川を通行する多

くの人たちに、潤いと安らぎの場を提供するとともに、美しく咲いた草花などを通

じ、河川の環境美化・河川愛護思想の啓発・向上等にもつながっている。
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［団 体]

上 浮 穴 林 材 業 振 興 会 議
か み う け な り ん ざ い ぎ ょ う し ん こ う か い ぎ

所 在 地 愛媛県上浮穴郡久万高原町

代 表 者 会長 髙野 宗城

＜功績の概要＞

同会議は、昭和41年に設立され、全国で初めての技術指針となる「上浮穴地

方育林技術体系」を策定し、上浮穴全域で先駆的実践普及に努めるとともに、

推進母体として林業研究グループを育成、また、独自に枝打と造材の技術士を

認定するなど、人工林育成の牽引的役割を果たし、全国が認める久万林業地と

しての発展に大きく貢献した。

また、先進的な育林技術の普及書（12冊）の刊行や現在38回を迎える久万

林業まつり、育林コンクール、各種研修会等の開催等、長年にわたる枝打ちや

複層林造成の奨励により、当地域独特の森林景観美を形成するとともに、優良

材生産の実践により所得が増大したため、県内外へ植樹・育樹活動が波及し本

県の緑化推進に大きく貢献した。

農林水産大臣賞受賞後も、林業再生と森林保全のため、平成17年からは、

「久万林業活性化プロジェクト構想」や「所有と管理の分離」を提言し施策を推進

しているほか、地域住民等への森林環境教室やシンポジウムの開催により、森林

づくりの重要性、緑化意識や愛林思想の高揚に努めている。さらに、平成20年に

は、本県で初めての「久万高原町森林づくりと木へのこだわり条例」の制定が実

現するなど、当地域における同会議の功績は絶大である。
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［団 体]

遠賀川源流の森づくり推進会議
お ん が が わ げ ん り ゅ う も り す い し ん か い ぎ

所 在 地 福岡県嘉麻市

代 表 者 会長 森 裕治

＜功績の概要＞

同団体は、嘉穂町（現嘉麻市）の諮問機関である“まちづくり委員会”のメン

バーが母体となり、町の将来像を描く過程で、遠賀川の源流が同町にあることを

踏まえ、緑と水の循環に着目して、林業の衰退や後継者不足で荒廃した水源地

の森林を再生し、「命の水」を育むことを目的として平成９年に発足した。

平成９年から始めた“源流の森づくり”では、遠賀川流域から毎回250名ものボ

ランティアが集まり、これまでに延べ８ha以上に１万本以上の広葉樹の植樹や、

植栽地の下草刈り等を行っている。

夏期には、遠賀川上下流域の子供たちの交流を図り、森や水の大切さを体感

してもらう“遠賀川流域児童体験交流会”を開催し、キャンプ場で一泊二日の宿

泊をしながら沢登りや森づくり学習、カヌー体験など源流地域のフィールドを活か

した体験の場を提供している。

また、近年では地元の大学と連携し間伐材を利用した製品の研究開発に取り

組み、森林資源の循環を推進するなど活動の場を広げている。

そのほかにも、遠賀川流域の行政機関や住民団体等と協働して、遠賀川にサ

ケを呼び戻す活動や河川・海岸の清掃活動に積極的に取り組むなど、遠賀川流

域における”緑と水の循環”の推進に大きく貢献している。
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［学 校]

水戸市立梅が丘小学校
み と し り つ う め お か し ょ う が っ こ う

所 在 地 茨城県水戸市

代 表 者 校長 小林 靖

＜功績の概要＞

同校では、平成元年に土地所有者から無償で借り受けた学校林（どんぐり山）

を屋外教育環境施設として活用している。

特に、平成16年に着任した校長の代から、「英会話とどんぐり山とまごころの学

校」を合い言葉に、どんぐり山の教材化や体験活動の推進に積極的に取り組んで

きている。平成17、18年は文部科学省の委託事業「命の大切さを学ばせる体験

活動」の研究に取り組み、現在も継続的に研究を進めている。

地域の協力も積極的で、学校支援委員（大学教授、日本野鳥の会茨城支部

代表、森林管理署長等）を招いて自然観察、学校美化、英会話等の体験活動

の充実に努めている。また、「PTA父親プロジェクト」として、毎年父親の参加を呼

びかけ、下刈り・樹木の剪定等の学校林整備、そば打ち等のふれあい事業を実

施している。

同校の千人規模の全校群読は新聞でも紹介され、県立自然博物館事業では

学校林活動の事例発表や元校長の講話などが取り上げられた。また、県内及び

県外からの視察もあり、地域の学校のみならず、他県の学校に及ぼす影響も大

きい。
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［学 校]

高岡市立成美小学校
た か お か し り つ せ い び し ょ う が っ こ う

所 在 地 富山県高岡市

代 表 者 校長 古市 幸子

＜功績の概要＞

同校は、昭和44年に県の情操教育研究に指定され、教育課程の中に「自然

領域（創造性）」、「社会領域（協力性）」、「文化領域（感動性）」を設定した教育

実践を導入した。その一環として、地域と学校が連携した花の栽培活動（花のパ

ノラマ構想）により、勤労奉仕や自然愛護、思いやりの心をはぐくむ、豊かな感性

を育てるなどを目的とした教育を展開している。

学校花壇においては、花壇のテーマづくり、花苗の植付け、水やり、花がら摘

み、除草等の一連の作業を児童会の栽培委員会が中心となって行うほか、花

壇の土づくりや施肥において、ＰＴＡ環境整備部の保護者や、成美校下花と緑の

推進協議会会員の協力を仰ぎながら花壇づくりを進めている。

このような取組の結果、県内外の花壇コンクールにおいて優秀な成績を保持

し続けている。

加えて、地域の方々と花の世話を通して触れ合う機会が増え、一人暮らしの

老人宅を訪問するジュニアボランティア活動の際にも学校で育てた花鉢を届け

るなど地域住民との交流を深めている。
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［学 校]

知多市立旭東小学校
ち た し り つ き ょ く と う し ょ う が っ こ う

所 在 地 愛知県知多市

代 表 者 校長 中村 政男

＜功績の概要＞

同校の環境緑化活動の目的は、「樹木、花、果樹や野菜の育成を学習活動

に取り入れることを通して、自然とふれあい、自然環境の大切さを学ぶこと」であ

り、児童全員が観察や遊びなどで五感を通して木とふれあい、四季を通して木々

や草花とのかかわりをもつことで自然への親しみを高めている。また同校では、里

山などの学校周辺の自然に目を向けた活動や、中学校との連携で行う「鍛冶屋

川の清掃活動」など、緑化活動にとどまらず、広く環境を守る活動を推進してい

る。収穫した果実や野菜を味わう「収穫祭」「ヤマモモジュースづくり」「おでんづく

り」など、楽しみながら自然を体感したり味わったりする活動は、ペア学年の児童

とのふれあいの場になり、同時に理科や家庭科などの学習の場ともなっている。

また、校内にある木のうち教科書に名前が出ている木に名札をつけ、学年・単元

名を明示して教材としている。このように同校では、木々や草花と学習や学校生

活を有機的に結びつけ、その中から自然を愛し自然の大切さを学ぶ実践的な教

育活動を展開している。ＰＴＡをはじめとして地域住民によるサポート体制も充実

しており、19年にノースロップ賞（ＰＴＡ協力賞）、20年には緑の少年団育成功労

賞を受賞した。
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［地方公共団体]

郡 上 市
ぐ じ ょ う し

所 在 地 岐阜県郡上市

代 表 者 市長 日置 敏明

＜功績の概要＞

自治会等の地区活動として地道に実施されていた清掃活動を拡大し、平成３

年度から旧明宝村の各地区の幹線道路沿いを中心に、花壇を設けて花の苗を

植える「花いっぱい運動」を行っている。この活動は、現在も継続し、子供からお

年寄りの方まで年間約1,200人の住民が参加し、年間約９千本の花の苗を春、

夏、秋と季節ごとに植栽している。花木の植栽や間伐材を利用した花壇の造成、

沿道景観保全を地域住民が主体となって実施し、地域全体の環境美化を図り

つつ、地域の連帯感向上にも繋がり、さらには、地域の幹線道路を「花街道」とし

てそのイメージを高め、地域景観保全と観光においても成果をあげている。

旧明宝村における先進的な取組は、平成16年度の市町村合併後、旧郡上

郡６町村（八幡町、大和町、白鳥町、美並村、高鷲村、和良村）へ波及し、さら

に郡上市全地域での活動へと展開しつつある。

「花いっぱい運動」は地域住民に定着しており市民に身近な花を親しむ機会を

拡大し、緑化意識を高揚させるとともに、花に囲まれた快適で潤いのある景観の

形成に寄与している。




